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ベトナムにおいて発掘された 17 世紀の肥前陶磁
ダン・ホン・ソン
はじめに
　ベトナムにおいて近年 30 年の間、肥前陶磁の発見は空間的な拡大とともに量的・類型的にも
豊富になってきている。肥前陶磁は沿海の商港からの出土だけでなく、山地やベトナム中部のテ
イゲン（TayNguyen）という台地における富裕層の墓中からも出土している。
　肥前陶磁はタンロン王城における儀式などで食器や飾り物として使われただけではなく、少数
民族の首長の日常生活においても使われた。このように肥前陶磁は 17 世紀の大越（DaiViet）の
人々の日常生活と精神生活に影響を与えるものとなった。
　本研究では考古資料を通じてベトナムで発見された肥前陶磁の類型を統計化し、考察すること
で、大越居民の生活の中に肥前陶磁がどのように位置付けられるかを確認し、17 世紀における
越日貿易関係を検討したい。
1．ベトナムにおいて発掘された肥前陶磁の空間と場所
　1980 年代末から 1990 年代にかけて、ベトナム歴史研究に関わる国際協力事業は、従来にはな
かった相互に対等な関係を築くことによって増加した。その中にはベトナムとその周辺または
世界の諸国との海上貿易関係、陶磁器や沿海商港についての研究協力事業などがおこなわれた。
1990 年、ホイアンにおいて発掘された陶磁器の中に肥前陶磁が確認された。その後、ベトナム
の北部、中部、テイゲンと南部の 22 か所で日本の 17 世紀の肥前陶磁の出土が報告されている。
1.1. ベトナム北部において肥前陶磁が発掘された 6地点
　タンロン王城地域（現ハノイ市のバディン区とホアンキエム区）では 18 号ホアンジウ
（HoangDieu）、バクモン（BacMon）、ドアンモン（DoanMon）、ハウラウ（HauLau）、ブンビョ
ウ（VanMieu）、チャーンティエンプラザ（TrangTien Plaza）などで肥前陶磁が発見された。
　ドンテック（DongThech）地域（HoaBinh 省 KimBoi 県 VinhDong 社）におけるムォン（Muong）
族首長の古墓地
　フォーヒエン（PhoHien）地域（HungYen 省、HungYen 市）
　ランゴム（LangGom 陶器村）遺跡（HaiDuong 省 ChiLinh 県）
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　ラムキン（LamKinh）遺跡（ThanhHoa 省、ThoXuan 県、XuanLam 社）
　ホイトーン（HoiThong）商港地域（HaTinh 省 NghiXuan 県 XuanHoi 社）
1.2. ベトナム中部において肥前陶磁が発掘された 12 地点
　マイサ（MaiXa）商港（QuangTri 省 GioLinh 県）
　クアビエット（CuaViet）商港（QuangTri 省 TrieuPhong 県）
　タインハー（ThanhHa）商港（ThuaThienHue 省 HuongTra 市社 HuongTra 社）
　ミスエン（MyXuyen）陶磁器窯遺跡（ThuaThienHue 省フォンディエン県）
　ホイアン（HoiAn）商港（QuangNam 省 HoiAn 市）
　タインチエム（ThanhChiem）地域（QuangNam 省 DienBan 県）
　ノイラーン（NoiRang）地域（QuangNam 省 DuyXuyen 県）
　チャーキエウ（TraKieu）古城（QuangNam 省 DuyXuyen 県）
　ドンヅオン（DongDuong）遺跡（QuangNam 省 ThanhBinh 県）
　ヌオックマン（NuocMan）商港（BinhDinh 省 TuyPhuoc 県 PhuocQuang 社）
　ズオンロン（DuongLong）諸塔（BinhDinh 省 TaySon 県 TayBinh 社）
　トックロック（ThocLoc）諸塔（BinhDinh 省 AnNhon 市社 NhonThanh 区）
1.3. テイゲン（TayNguyen）において肥前陶器が発掘された 3地点
　ダイラン（DaiLang）古墓地（LamDong 省 BaoLoc 県）
　ダイラオ（DaiLao）古墓地（LamDong 省 BaoLoc 県）
　ダドン（Dadon）古墓地（LamDong 省 BaoLoc 県）
1.4. ベトナム南部において肥前陶器が発掘された１地点
　コンダオ（ConDao）におけるイギリス東インド会社（EIC）遺跡（BaRia － VungTau 省）
2．ベトナムにおいて発掘された肥前陶器の類型
　ベトナムにおける肥前陶磁の類型は「青花磁器」と「色絵磁器」の 2 つに分類される。その中
で、出土量が多く、様々な類型の陶磁器は「青花磁器」である。文献史料による研究と考古資料
による研究から、ダングアイ（DangNgoai、16-18 世紀ベトナム北部）に輸入されたものは、主
に４つグループである。
　飲酒用：酒瓶、瓶、壺、把手付瓶、杯
　飲茶用：土瓶、茶瓶、碗、皿
　食器用：碗、大・中・小の皿
　飾り物：瓶 1
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3．17 世紀ベトナム社会における肥前陶磁の影響範囲
　考古資料によると、ベトナム北部で発掘された肥前陶磁は王室関連施設に属する住居と御陵、
すなわちタンロン王城、ラムキン御陵でよくみられる。
　しかし、ベトナム中部においては状況が異なっている。中部の沿海に存在する商港においては、
大量かつ様々な類型の肥前陶磁が発見されている。
4．肥前陶磁の資料を通じてみる 17 世紀の越日関係
4.1 逆説 1、朱印船貿易時代に肥前陶磁はベトナムには輸出されていない
　朱印船貿易時代（1604-1635）に貿易をおこなった船（356 隻）の中で、ベトナム行の許可を
受けたのは 122 隻（34％）で、その内訳はダングアイに 47 隻とダンチョン（DangTrong、16-18
世紀ベトナム南部）に 75 隻であった。しかし、日本の肥前磁器は全くなかった。
4.2. 逆説 2、鎖国時代：肥前磁器がベトナムに溢れた
　1639-1653 年の間に、徳川幕府は鎖国体制に入り、許可のない外国人の入国と日本人の出国が
禁じられた。これにより、ベトナムやその他の東南アジア諸国における日本商船との貿易活動は
終了したといえる。しかし長崎においては、オランダ東インド会社（VOC）と中国商人の両者
は商業活動の許可を得た。この状況下で、日本の商品は海外に輸出し続けられた。輸出商品の中
には、17 世紀後半の肥前陶磁も含まれていた。
　1650-1681 年、ダングアイに肥前陶磁が 11 万 2847 個輸出されている。
　しかし、1665 年以降、ベトナムへ輸出された肥前陶磁の値段は高く、特に 1670 年以降の清朝
による貿易積極策（展海令）によって中国陶磁が再び市場に出回ったため、高価であった肥前陶
磁は、東南アジア市場においては、中国陶磁にその位置を譲ることになった。
５．結論
5.1. 遅くとも 1647 年には、肥前陶磁はダングアイに初めて輸出商品として現れた。1647 年から
1684 年かけて（清朝による展海令）の間に、肥前陶磁の輸出が盛んとなり、日本と東南アジア
の海上貿易関係は最盛期をむかえた。この期間で海外に輸出された肥前陶磁は 270 万個に及んだ。
5.2. ベトナムのダングアイとダンチョンに輸入された肥前陶磁は、それぞれ大きく状況が異なっ
ていた。ダングアイにおける肥前磁器の出土は、王室や黎朝（Le・Trinh）政権の範囲に属する
地域だけに見られる。これらの地域でみられる肥前陶磁は高級品としてつくられて、そこで使用
されるものであった。また、支配者層間での贈答品に使用されていたものもあったと判断されて
いる。ダンチョンにおいては、様々な遺跡で、高級品としてつくられた肥前陶磁が発見されている。
5.3. ベトナムに輸入された肥前陶磁は、オランダ東インド会社と中国商人が決定的な役割を果た
した。
